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１．JAグループ連携による輸出産地づくりの取り組み

【令和５年度の取組み】輸出に意欲的な産地の掘り起こしを目的として以下①～③を実施。
① 合同説明会（6月2日開催）・・全中、農林中金との産地向け合同説明会開催（農林水産省とも連携）
② 輸出意向調査（7月実施） ・・産地における課題、取り組み意向の確認
③ 輸出産地づくり支援 ・・・・・意欲ある産地への多面的な支援、PDCAによるフォローアップ

■国内の生産基盤維持と生産者の所得拡大に資する輸出事業を今後も拡大していくために、
海外のニーズや規制に対応した輸出産地づくりを通じた意欲ある産地への輸出支援に、
ＪＡグループが連携して取り組む。なお、対象品目は青果物（※１）を中心として進める。

※１：りんご、ぶどう、もも、かんきつ、かき、なし、
いちご、甘藷、長芋、等



２

２．輸出意向調査の結果

◼全国535JAに対して意向調査を実施した結果、271のJA・県本部より回答が得られ、内102のJA
より輸出意向が示された。

◼各JAからの輸出意向、取り組む上での課題をふまえて、県別にフォローアップの上、国の補助事

業の説明や輸出先国の残留農薬規制に関する研修などの支援を行う。

輸出に取り組む上での課題



◼輸出拡大の障壁になっている個別課題の解決に向けて、以下のメニューにより、輸出産地づくりを
支援。

３

＜海外向け栽培暦作成支援＞課題 サポート内容

産地への労働力支援

GAP取得支援

海外向け栽培暦作成支援/検疫・残留農薬に関する出前研修

果樹の省力生産技術導入への支援

輸出用資材（段ボール）などの開発

パレット資材

輸出に適した鮮度保持資材

青果センター・PFC連携によるストックポイント提供

海外への青果物販売

海外バイヤーの招へい

販促資材作成支援（動画・パンフなど）

カットフルーツなどの国内向け加工・販売

輸出産地づくりに活用できる補助金

設備資金需要向け投融資

全般 輸出産地計画の作成支援

生産

流通

販売・

プロモーション

資金

＜海外バイヤーの招へい＞

海外バイヤーを産地に招へいし、購買意欲の向上に繋げる。

台湾やタイなど、輸出先国の検疫条件が厳しい国に対応し
た、防除暦の設定や営農指導が必要となるため、各県経済
連・県本部、及び地域行政と連携して対応を進める。

＜輸出に適したパレット資材＞

軽量かつ燻蒸処理が不要な段ボール製、発泡スチロール製
のパレット資材を提案。

発泡スチロール製パレット段ボール製パレット

３．輸出産地づくりにおける支援メニュー
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４．輸出拡大に向けた支援
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